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①小山田大王堂と神輿 ②赤坂家石倉 

③高塚さん ④小山田大王神社夏祭り

写真の説明
①小山田大王堂（公民館横）：平成19年10月に復元し建立。
②赤坂家石倉（国登録有形文化財）：Ｓ４年５月建築。
③高塚さん（字円蔵）：頭の神様として信仰されている。
④小山田大王神社夏祭り：毎年８月１４日に開催。
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　村民の皆様、新年あけましておめでとうございます。
　ご家族お揃いで、輝かしい新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。
　村民の皆様には、日頃から村議会に対しまして、温かいご理解とご
協力、ご意見等を賜り、厚くお礼を申し上げます。
　おかげをもちまして私共も、昨年４月の議会議員選挙により１０名
の新体制で議会活動を行ってまいりましたが、山積する事業実現のた
め慎重審議の中で無事昨年を終えることができました。
　さて、近年の社会情勢を見ますと情報化、少子高齢化、国際化が急
速に進行しています。これは、山江村においても、生産年齢人口の減少や高齢化率が３０％
を超えるなど、これから先の人口減少が続く状況にあります。しかしながら、本村が進める
情報機器を活用したＩＣＴ教育の充実や子育て支援の充実より、年少人口の比率は県内でも
上位で推移していることも事実であり喜ばしい事です。
　国は今、日本の再生をかけた地方創生を掲げ、地方版総合戦略を全国の自治体に計画策定
を進めています。本村も策定を終え、今後十年を見据えた取り組みに期待をしているところ
です。
　このような時こそ、本村においても克服すべき多くの課題を抱えており、行政の需要はそ
の量・質ともますます複雑多様化するなど、誠に厳しくなることが予想されますが、福祉の
向上や雇用対策など村と議会が一体となり、邁進してまいりたいと思います。
　皆様が安心安全でより豊かな住みよいむらづくりと、今後さらに創意工夫を重ね、「きら
りと輝く村をめざして」、村民皆様方のご期待に応えられるよう議員一同、決意を新たにし
ております。
　どうか本年も相変らぬご支援・ご協力を賜りますよう、心からお願い申し上げます。
　村民の皆様にとって、今年一年が幸多からんことをお祈りし、ご挨拶といたします。

平成28年正月　山江村議会議長　秋丸　安弘

「きらりと輝く村をめざして！」

山江村議会議長
秋丸　安弘
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　平成27年第７回12月定例議会は、9日から11日までの3日間の会期で開催されました。今回提
案されたものは、報告１件、発議１件、人事１件、条例5件、平成27年度山江村一般会計、特別
会計の補正予算4件、議会提案の陳情2件、要望2件を審議しました。
　本会議は9日に開会し、提案理由説明の後、午後から議案審議、10日は一般質問で6名が登
壇。最終日の11日には提案された全議案について質疑・討論・表決を行ない、議会提案の陳
情・要望4件については、閉会中の継続審査、議員派遣の件については、修正発議により修正案
を可決、他議案は原案どおり可決、決定し閉会しました。
　また、今回議員発議により提案し可決された、議会活性化調査特別委員会（４名）は委員長に
松本佳久議員、副委員長に横谷巡議員、委員に中竹耕一郎議員、森田俊介議員を選び、議会活性
化に向けて今後調査研究が行われる。

第7回議会定例会、議会活動全般を点検！

議会活性化調査特別委員会を設置！！議会活性化調査特別委員会を設置！！

※株式会社やまえ「温泉ほたる」の囲炉裏設置に係る調査特別委員会委員長報告
　平成27年9月定例議会において、株式会社やまえ「温泉ほたる」の囲炉裏設置に係る
調査特別委員会（委員長：松本佳久議員　９名）が設置され、これまで４回の委員会議
を行ってきましたが、１２月定例議会において委員長より調査結果の報告書の提出があ
った。
　調査結果は、当時の要望で取り外し保管されていた囲炉裏は、交付金の観点から工
法、設置場所等を温泉現場の意見を充分に配慮し、速やかに再設置するべきものと認め
る。執行部においては、再びこのようなことが発生しないように。また、議会について
も一定の反省すべき点があることを認め、お互いに善政競争を展開し、山江村の発展の
ために尽力することを誓い報告とする。

特別委員会報告の内容（報告第２号）

　日本国は地方分権の時代へと移行しており、村議会が村政に果たすべき役割と責務も飛
躍的に高まってきています。村は「山江村まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、
山江村の存続をかけて未来へ向けた歩みが始まった。
　村議会は、村民の負託を受け執行部とともに地方自治の二元代表制の一翼を担ってお
り、今ここで新しい時代の議会のあるべき姿、村民に開かれた議会の実現を目指すため
に、これまでの議会活動全般を調査し、継続するものは継続し、改めるべきは改めて、新
しい時代に相応しい議会の在り方を調査研究（点検）するため、議会活性化調査特別委員
会を設置するもの。

議会活性化調査特別委員会の目的（発議第１号）
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■歳　入 【単位：千円】
平成27年度　一般会計補正予算（第4号）

平成27年度　特別会計補正予算（第4号）
【単位：千円】

   27,830

313,437

192,032

14,854

25,039

191,933

3,102,039

　　953

△11,236

9,887

9,988

△10,795

△7,800

△9,003

保育料の増

財政調整基金の増他

公営住宅建設事業の減

社会資本整備総合交付金の減、地域子ども子育て
支援事業補助金、山村活性化支援交付金の増他

多子世帯子育て支援事業補助金、
鳥獣被害防止総合対策支援事業補助金の増他

栗技術指導員派遣受益者負担金、鳥獣被害
防止緊急捕獲等対策事業推進交付金の減他

　 28,783

302,201

201,919

24,842

14,244

184,133

3,093,036

分 担 金 及 び 負 担 金

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

諸 収 入

村 債

歳 入 合 計

主な内容科　　  目 補正前額 補正額 合　計

583,897

465,497

33,412

3,640

162

2

システム改修委託料、予備費

システム改修委託料他

保険料還付金

587,537

465,659

33,414

国 民 健 康 保 険 事 業

介 護 保 険 事 業

後 期 高 齢 者 事 業

補正の内容会　計　名 補正前額 補正額 合　計

【単位：千円】■歳　出

66,319

697,502

662,663

389,606

291,294

37,217

223,560

115,397

216,187

354,846

37,995

3,102,039

388

15,513

3,855

4,535

6,350

1,127

△17,720

0

1,764

6

△24,821

△9,003

旅費、需用費の増

基幹系コンピューター機器等保守委託料の増他

社会福祉振興基金利子積立の増他

療養給付費負担金の増他

農作物等災害時生産向上奨励金（災害見舞金）の増他

修繕料、業務委託料の増他

工事請負費の減、用地購入の増他

財源組替

理科教材備品、修繕料、工事請負費の増他

減税補てん債償還金利子他

予備費の減

66,707

713,015

666,518

394,141

297,644

38,344

205,840

115,397

217,951

354,852

13,174

30,093,036

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

予 備 費

歳 出 合 計

主な内容科　　  目 補正前額 補正額 合　計

主なものの金額
社会資本整備総合交付金　　　　　△12,000千円
山村活性化支援交付金　　　　　　　　1,360千円
児童福祉施設型給付費負担金　　　△　3,534千円　など

主なものの金額 農作物等災害時生産向上奨励金（災害見舞金）　　　4,000千円
住宅建設造成工事　　　　　　　　　　　　　　 △30,500千円　など
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こんなことが決まりました
《議案と議決結果》

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

継続審査

継続審査

報告第2号

発議第1号

議案第50号

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

陳情第1号

陳情第2号

議決結果番　号 内　　　　　　　　容

調査特別委員会委員長報告
株式会社やまえ「温泉ほたる」の囲炉裏設置に係る調査特別委員会報告書

平成27年度山江村一般会計補正予算（第4号）
（歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ9,003千円を減額し総額を
　3,093,036千円とするもの）

平成27年度山江村特別会計介護保険事業補正予算（第2号）
（歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ162千円を追加し総額を
　465,659千円とするもの）

平成27年度山江村特別会計国民健康保険事業補正予算（第2号）
（歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3,640千円を追加し総額を
　587,537千円とするもの）

議会活性化調査特別委員会設置の決議について

山江村行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等に関す
る法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の制定
について

山江村人権擁護委員の推薦に関する意見を求めることについて

山江村長期継続契約を締結することができる契約を定める条例の制定について

山江村介護保険条例の一部を改正する条例の制定について

山江村税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の制定について

山江村政治倫理条例の制定について

平成27年度山江村特別会計後期高齢者医療事業補正予算（第2号）
（歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ2千円を追加し総額を33,414千円と
　するもの）

所得税法第56条の廃止を求める意見書提出を求める陳情

国民健康保険財政への国庫負担金割合を増やすことを求める陳情書
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一般質問

○民生委員の活動について
○道路整備について
○健康づくり推進や交流人口増大について

○「人口ビジョン」について
○「まち・ひと・しごと創生総合戦略」について
○限界集落、またそれに近い集落の対応について

○公共工事について
○村営住宅地について

○地域再生について
　・まち・ひと・しごと創生事業について

○債務管理業務について
○農業委員会総会会議録の公開について

○食育推進関連について
○自家用電気工作物の維持管理と節電推進について

１

２

３

４

５

６

質　問　事　項 ページ数質問順 議員氏名

松 本 佳 久

横 谷  　巡

立 道  　徹

中　竹　耕一郎

西   孝 恒

赤　坂　　　修

7ページ

8ページ

9ページ

9～10ページ

10～11ページ

11ページ

◯陳情第１号～要請第３号までは、閉会中の各常任委員会へ継続審査
◯議員派遣の件は、議長海外研修を削除し修正可決

議決の主な内容

議決結果番　号 内　　　　　　　　容

継続審査

継続審査

修正可決

貴当局より発注される建築事業に関する設計・監理業務を人吉球磨建築設計
事務所協会の会員に委託する要望書

議員派遣の件

駐車場・公衆トイレの整備についての要望書

要望第2号

要請第3号

人権擁護委員　犬童氏の推薦を可決人権擁護委員　犬童氏の推薦を可決
　平成28年３月31日任期満了に伴い、現委員を適任者と認め、満場一致で可決
しました。

　　 委員　犬童美津子（２期目）　山江村大字山田下城子
人権擁護委員とは
人権擁護委員法（昭和24年法律139号）に基づいて法務大臣が委嘱する委員で、国民の基本的人権が侵
犯されることのないように監視し、人権侵犯の場合には、その救済のため適切な処置をとるとともに、
常に自由人権思想の普及高揚に努めることをその使命とする。
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一般質問
　
　
　

民
生
委
員
法
第
１
条
に
は
「
民

生
委
員
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
持
っ

て
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に

応
じ
及
び
必
要
な
援
助
を
行
い
、
も
っ

て
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
る
も
の
と

す
る
」
と
あ
る
が
、
山
江
村
は
民
生
委

員
の
活
動
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援

を
し
て
い
る
か
？

　
　
　

民
生
委
員
は
厚
生
労
働
大
臣
よ

り
委
嘱
さ
れ
任
期
は
３
年
。
定
数
は
県

の
条
例
に
よ
り
主
任
児
童
委
員
を
含
め

16
名
。
2
つ
の
行
政
区
を
担
当
さ
れ
る

委
員
も
あ
り
定
数
増
を
県
へ
要
望
中
。

住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
活
動

範
囲
が
広
く
、
活
動
費
・
研
修
費
・
会

議
の
費
用
弁
償
等
と
し
て
平
成
27
年
度

は
総
額
で
1
2
7
万
4
0
0
0
円
を
助

成
。
報
酬
等
に
つ
い
て
は
山
江
村
の
各

種
行
政
委
員
の
報
酬
や
活
動
費
、
臨
時

職
員
、
嘱
託
職
員
の
給
与
等
も
含
め
庁

内
で
検
討
中
。
民
生
委
員
の
方
に
は
無

報
酬
で
ご
尽
力
頂
き
心
よ
り
感
謝
し
て

い
る
。

　
　
　

山
田
蓑
原
地
区
を
走
る
国
道

4
4
5
号
線
の
道
路
改
良
整
備
は
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
？

　
　
　

国
道
4
4
5
号
線
は
村
内
唯
一

の
国
道
で
あ
り
、
県
の
事
業
で
昨
年
度

か
ら
蓑
原
交
差
点
付
近
の
側
溝
布
設
整

備
を
終
了
し
、
来
年
度
も
路
面
雨
水
対

策
の
側
溝
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。
安

全
施
設
の
整
備
は
優
先
さ
れ
る
の
で
歩

道
の
設
置
を
県
へ
強
く
要
望
し
て
い

る
。
村
長
の
出
張
が
多
い
と
い
う
意
見

も
あ
る
が
、
自
ら
動
き
国
・
県
か
ら
予

算
を
持
っ
て
来
な
い
と
山
江
村
の
単
独

予
算
だ
け
で
は
事
業
が
展
開
で
き
ず
、

健
全
な
財
政
運
営
も
で
き
な
い
の
で
、

今
後
も
粘
り
強
く
要
望
活
動
を
続
け
て

ゆ
く
。

　
　
　

国
・
県
の
事
業
は
山
江
村
の
自

主
財
源
だ
け
で
実
施
す
る
よ
り
山
江
村

の
負
担
金
が
少
な
く
実
現
で
き
る
の

で
、
執
行
部
、
議
会
と
も
に
、
国
・
県

に
対
し
て
の
働
き
か
け
を
強
め
る
べ
き

と
提
案
す
る
。

　
　
　

山
江
村
に
は
美
し
い
山
や
川
や

美
味
し
い
空
気
が
あ
り
、
里
山
や
田
園

風
景
、
寺
社
仏
閣
・
御
堂
・
地
蔵
・
石

碑
・
石
塔
も
多
く
、
小
径
も
沢
山
あ

り
、
お
金
を
か
け
ず
に
フ
ッ
ト
パ
ス
事

業
展
開
が
可
能
。
散
歩
や
サ
イ
ク
リ
ン

グ
な
ど
自
分
の
足
で
山
江
村
を
廻
る
事

業
を
積
極
的
に
推
進
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
？

　
　
　

願
掛
け
め
ぐ
り
、
温
泉
起
点
散

策
、
歴
史
的
な
殿
様
道
・
番
所
跡
等
の

散
策
、
日
本
遺
産
活
用
等
を
検
討
中
。

山
江
村
は
旧
石
器
時
代
か
ら
縄
文
、
弥

生
時
代
を
経
て
今
が
あ
り
、
高
寺
院
、

大
王
神
社
と
い
う
国
の
重
要
文
化
財
も

あ
る
。
神
々
と
共
に
暮
ら
し
て
き
た
歴

史
あ
る
村
と
認
識
し
て
お
り
、
学
芸
員

を
配
置
し
文
化
遺
跡
等
の
調
査
を
進
め

つ
つ
、
神
々
が
住
む
村
と
い
う
長
い
歴

史
を
持
っ
た
不
易
の
も
の
を
守
り
、
又

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た
流
行
の
技
術
を
組
み

合
わ
せ
た
不
易
流
行
の
村
づ
く
り
を
進

め
る
。

　
　
　

地
方
創
生
が
始
ま
る
が
、
私
た

ち
に
と
っ
て
は
山
江
村
創
生
。 

村
の
地

力
を
つ
け
て
、
自
律
、
自
立
の
山
江
村

を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
。
村
長
・
職

員
一
同
、
弱
い
立
場
の
人
々
に
配
慮
し

つ
つ
、
行
政
の
無
駄
を
省
き
、
山
江
村

の
存
立
に
向
け
て
懸
命
に
御
尽
力
い
た

だ
き
た
い
。

質
問

民
生
委
員
の
活
動
支
援
は
。

国
道
４
４
５
号
線
の
道
路
改
良
は
。

積
極
的
な
フ
ッ
ト
パ
ス
事
業
の
推
進

答
弁

提
案

提
案

松本　佳久 議員

質
問

答
弁

質
問

答
弁

※
議
会
だ
よ
り
は
、
文
字
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
一
般
質
問
内
容
の
す
べ
て
を
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

民生委員の高齢者宅訪問



山江村議会だより平成28年１月29日発行 ⑧

一般質問
　
　
　

地
方
版
総
合
戦
略
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定

に
当
た
っ
て
は
、
人
口
の
現
状
分
析
、

将
来
展
望
を
示
す
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
あ
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
本
村
に
お
け
る
２
０

６
０
年
の
人
口
予
測
の
根
拠
と
設
定
さ

れ
た
目
標
人
口
に
つ
い
て
。

　
　
　

人
口
予
測
の
根
拠
に
つ
い
て

は
、
本
村
の
人
口
の
現
状
を
分
析
し
な

が
ら
、
国
立
社
会
保
障
人
口
問
題
研
究

所
や
民
間
機
関
の
算
出
推
計
デ
ー
タ
を

参
考
に
推
計
し
、
２
０
６
０
年
の
人
口

は
２
９
９
６
人
と
な
っ
て
い
る
。設
定
さ

れ
た
目
標
人
口
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
基

に
３
０
０
０
人
を
目
標
人
口
と
し
て
い
る
。

　
　
　

合
計
特
殊
出
生
率
が
２
０
２
０

年
に
２.
13
、
２
０
３
０
年
に
２.
34
、
そ

の
後
は
２.
34
を
目
指
す
と
あ
る
が
、
現

状
等
を
考
察
し
た
場
合
、
出
生
率
の
数

値
が
段
々
と
上
が
っ
て
い
く
見
込
み
で

良
い
の
か
？

　
　
　

国
県
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
方
針

と
数
値
を
参
考
に
算
出
し
た
出
生
率
で

あ
る
。

　
　
　

人
口
減
少
と
い
う
変
化
が
、
本

村
の
ど
の
よ
う
な
分
野
に
影
響
が
あ
る

と
懸
念
さ
れ
る
か
？

　
　
　

地
域
経
済
の
縮
小
に
よ
る
総
生

産
額
の
落
ち
込
み
、
医
療
・
介
護
・
福

祉
の
社
会
保
障
費
の
財
政
負
担
、
教
育

の
少
子
化
に
よ
る
学
級
数
減
、
複
式
学

級
の
増
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の

影
響
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
　
　

２
０
６
０
年
の
社
会
、
村
の
あ

り
方
と
姿
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て

捉
え
よ
う
と
す
る
試
み
が
、
今
回
の
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
を
主
眼
と
し

た
地
方
創
生
事
業
で
あ
る
と
考
え
る
。

総
合
戦
略
の
目
標
設
定
と
具
体
的
施
策

の
選
定
過
程
に
つ
い
て
は
？

　
　
　

総
合
戦
略
の
目
標
と
し
て
、
村

の
活
力
に
つ
な
が
る
雇
用
づ
く
り
、
移

住
定
住
の
推
進
づ
く
り
、
結
婚
、
出

産
、
子
育
て
の
希
望
を
叶
え
笑
顔
の
絶

え
な
い
村
づ
く
り
、
暮
ら
し
を
実
現
す

る
村
づ
く
り
、
こ
の
４
つ
を
大
き
な
柱

と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
施
策
の
選
定
過

程
に
つ
い
て
は
、
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
対
策
本
部
」
で
検
討
し
「
山

江
村
総
合
戦
略
策
定
委
員
会
」
で
策
定

の
決
定
を
し
た
。

　
　
　

62
の
具
体
的
施
策
が
掲
げ
て
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
幾
度
と
な
く
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
過
去
の
事
業
と
余
り
変
わ

ら
な
い
内
容
が
多
々
あ
り
、
各
課
か
ら

の
総
花
的
事
業
の
よ
う
に
映
る
。
将
来

の
礎
と
な
る
総
合
戦
略
の
５
ケ
年
計
画

の
主
眼
と
主
な
施
策
に
つ
い
て
は
？

　
　
　

５
ケ
年
計
画
の
主
眼
と
し
て

は
、
先
述
し
た
４
つ
の
大
き
な
柱
を
基

本
と
し
て
い
る
。
62
の
具
体
的
施
策
に

つ
い
て
は
全
て
行
わ
れ
る
と
は
思
っ
て

い
な
い
が
、
総
合
計
画
に
優
先
し
て
可

能
な
限
り
実
施
す
る
つ
も
り
で
い
る
。

　
　
　

総
合
戦
略
の
具
体
的
施
策
の
進

捗
状
況
の
把
握
と
目
標
管
理
の
方
法
に

つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
の
か
？

　
　
　

計
画
計
上
し
た
事
業
の
進
捗
状

況
は
毎
年
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
。
ま
た

効
果
達
成
の
数
値
を
策
定
委
員
会
で
検

証
し
進
捗
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　

山
間
部
の
限
界
集
落
に
近
い
集

落
で
は
、
環
境
の
維
持
と
守
り
が
限
界

に
達
し
て
い
る
が
、
人
々
の
暮
ら
し
対

策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら

れ
る
か
？

　
　
　

村
と
し
て
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

地
域
の
方
々
と
意
見
を
出
し
合
い
、
そ

の
中
で
対
策
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　

高
齢
化
が
進
む
尾
崎
地
区
で

は
、
根
幹
道
路
の
県
道
改
良
の
時
や
近

年
の
自
然
災
害
発
生
の
不
安
な
ど
を
心

配
さ
れ
、
迂
回
路
開
設
の
要
望
が
強
い

が
、
地
方
創
生
事
業
の
一
環
と
し
て
、

今
後
の
計
画
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
ど

う
な
の
か
？

　
　
　

迂
回
路
の
必
要
性
は
、
他
の
地

区
で
台
風
災
害
に
よ
り
県
道
が
通
行
不

能
に
な
り
、
林
道
、
作
業
道
が
重
要
な

迂
回
路
と
し
て
機
能
を
果
た
し
た
こ
と

は
、
村
と
し
て
も
認
識
を
し
て
お
り
、

今
後
は
28
年
度
予
算
計
上
、
事
業
内
容

の
説
明
、
森
林
経
営
計
画
の
作
成
、
造

林
作
業
道
開
設
補
助
金
の
確
保
を
行

い
、
年
次
計
画
で
施
工
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

国
の
施
策
が
名
前
を
変
え
た
だ

け
の
従
来
の
や
り
方
を
進
め
る
の
で
は

な
く
、
地
方
の
疲
弊
し
た
姿
を
そ
の
ま

ま
捉
え
、
地
方
創
生
の
本
気
な
く
し
て

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
が
実
を

結
ぶ
こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
思
え
る
。

人
は
減
り
続
け
、
村
の
広
さ
は
変
わ
ら

な
い
中
で
、
村
の
将
来
像
を
描
き
策
定

す
る
「
地
方
創
生
総
合
戦
略
」
が
地
域

の
課
題
、
地
元
の
特
性
を
生
か
し
て
、

知
恵
を
絞
れ
ば
地
域
が
蘇
り
、
活
性
化

出
来
る
可
能
性
を
示
す
計
画
に
な
る
こ

と
を
強
く
切
望
す
る
。

横谷　  巡 議員

魅
力
あ
る
未
来
像
を
描
く

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
は
。

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

   
創
生
総
合
戦
略
」
に
つ
い
て

限
界
集
落
に
近
い
集
落
の
対
応
は
。

提
案

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁
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一般質問

　
　
　

地
方
創
生
総
合
戦
略
策
定
経
費

の
執
行
状
況
に
つ
い
て
。
業
務
委
託
な

の
か
？
策
定
委
員
会
は
何
名
か
。

　
　
　

繰
越
経
費
１
２
１
８
万
円
を
執

行
し
た
。
民
間
事
業
者
に
委
託
し
、
一

部
は
総
合
情
報
化
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た

め
東
京
大
学
と
の
共
同
研
究
で
事
業
を

委
託
し
た
。
総
合
戦
略
策
定
委
員
会
は

委
員
13
名
で
４
回
開
催
し
た
。

　
　
　

以
後
５
年
間
、
総
合
戦
略
計
画

に
基
き
事
業
が
実
施
さ
れ
る
が
財
源
の

裏
付
け
と
人
吉
球
磨
定
住
圏
構
想
と
の

整
合
性
は
？

　
　
　

地
方
創
生
関
連
予
算
に
つ
い
て

は
新
型
交
付
金
で
対
処
さ
れ
る
が
、
既

存
の
事
業
に
上
乗
せ
さ
れ
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
る
の
で
財
源
の
獲
得
に
準
備
し

て
お
く
。
人
吉
球
磨
定
住
圏
構
想
と
の

整
合
性
も
図
り
な
が
ら
進
め
る
。

　
　
　

基
本
目
標
、
数
値
目
標
に
つ
い

立道　  徹 議員

公
共
工
事
に
つ
い
て

　
　
　

県
道
坂
本
人
吉
線
の
災
害
後
の

本
工
事
の
時
期
は
。

　
　
　

山
腹
は
、
緊
急
治
山
復
旧
事
業

で
行
う
。
道
路
側
は
、
治
山
工
事
が
完

了
後
に
行
う
。
現
在
の
段
階
で
は
、
工

事
発
注
時
期
は
、
平
成
28
年
3
月
中
旬

頃
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
梅
雨
時
期
ま

で
に
は
、
山
腹
の
拡
大
崩
壊
が
発
生
し

な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
る
。
全
て
完

了
す
る
ま
で
約
10
カ
月
要
す
る
。

　
　
　

土
砂
掘
削
工
事
の
計
画
は
。

　
　
　

緊
急
性
が
高
い
箇
所
を
踏
ま
え

て
、優
先
順
位
を
付
け
整
備
を
実
施
し
て

い
る
。万
江
川
に
つ
い
て
も
河
川
整
備
と
併

せ
て
災
害
要
望
対
策
と
し
て
要
望
を
行
う
。

　
　
　

土
捨
場
を
確
保
す
れ
ば
最
優
先

で
万
江
川
・
山
田
川
の
工
事
も
で
き
る

と
思
う
の
で
搬
出
先
の
確
保
に
努
め
て

頂
き
た
い
。
そ
し
て
、
造
成
し
て
も
ら

え
ば
定
住
化
促
進
に
も
つ
な
が
っ
て
い

く
と
思
う
。

　
　
　

土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
調
査
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

調
査
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
地
区

よ
り
、
住
民
説
明
会
を
実
施
し
、
地
域

に
お
け
る
安
全
避
難
場
所
の
確
保
、
情

報
伝
達
体
制
の
整
備
の
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
く
。
土
石
流
渓
流
、
急
傾
斜
地

崩
壊
箇
所
が
26
・
27
年
度
で
36
箇
所
を

追
加
し
て
、
１
０
９
箇
所
に
な
っ
た
。

　
　
　

村
営
住
宅
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　

平
成
27
年
度
当
初
予
算
を
計
上

し
て
い
た
が
、
当
初
予
定
地
が
圃
場
整

備
地
域
内
の
農
業
振
興
地
域
内
農
用
地

で
、
農
用
地
区
域
の
除
外
、
農
地
転
用

が
困
難
と
な
り
他
の
候
補
地
を
建
設
予

定
地
と
し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　

今
後
の
予
定
は
ど
う
な
の
か
。

　
　
　

今
年
度
の
造
成
工
事
が
困
難
と

い
う
こ
と
で
、
用
地
買
収
費
、
測
量
業

務
の
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。
28
年

度
に
入
り
、
補
助
金
等
の
交
付
決
定
を

受
け
、
宅
地
造
成
工
事
、
住
宅
建
設
事

業
を
進
め
て
い
く
計
画
で
す
。

　
　
　

補
助
金
を
返
還
し
て
、
次
年
度

に
も
補
助
金
は
可
能
な
の
か
。

　
　
　

県
の
住
宅
課
と
協
議
し
、
確
認

し
て
い
て
補
助
金
は
可
能
で
あ
る
。

　
　
　

今
後
、
定
住
化
促
進
に
向
け
て
、

公
営
住
宅
建
設
、
分
譲
住
宅
の
計
画
は
。

　
　
　

地
域
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、
土

地
の
選
択
等
を
検
討
さ
れ
て
い
れ
ば
、

ス
ム
ー
ズ
に
い
け
る
と
思
い
ま
す
。
村

全
体
の
土
地
利
用
計
画
で
、
集
落
排

水
、
水
道
等
も
含
め
な
が
ら
今
後
検
討

し
て
い
く
。 

土
砂
掘
削
の
予
定
は
。

土
砂
災
害
危
険
箇
所
の
調
査
は
。

村
営
住
宅
の
候
補
地
は
。

中竹  耕一郎 議員

「
地
方
創
生
」
の
行
方
は
？

質
問

提
案

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

復旧が急がれる県道坂本人吉線法面
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一般質問
て
少
し
遠
慮
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
と

思
う
が
そ
の
算
定
基
礎
は
ど
の
よ
う
に

算
出
し
た
の
か
？

　
　
　

過
去
の
実
績
、
最
近
の
動
き
、

将
来
の
見
通
し
を
勘
案
し
て
積
み
上
げ

た
。
実
行
可
能
で
実
効
性
の
あ
る
目
標

を
掲
げ
た
。

　
　
　

重
要
業
績
評
価
指
標（
K
P
I
）

の
数
値
設
定
根
拠
は
？

　
　
　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
約
結
果
、
将

来
推
計
予
測
、
実
態
の
把
握
、
国
・
県

と
の
整
合
性
な
ど
総
合
的
に
設
定
し
た
。

　
　
　

地
方
創
生
の
本
来
の
目
的
は
地

方
に
仕
事
を
創
り
子
ど
も
を
増
や
し
て

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
の
が
主
旨
で

あ
る
が
、
若
い
世
代
の
経
済
環
境
を
い

か
に
改
善
す
る
の
か
が
重
要
。
児
童
扶

養
手
当
て
受
給
者
に
対
す
る
支
援
は
極

め
て
不
充
分
で
あ
る
。
現
在
の
対
象
者

数
は
？
子
育
て
に
つ
い
て
特
に
顕
著
な

計
画
は
な
い
の
か
。

　
　
　

対
象
者
数
は
56
名
で
あ
る
。
政

策
実
施
に
あ
た
っ
て
単
独
の
予
算
執
行

に
は
慎
重
を
期
す
る
。
一
億
総
活
躍
社

会
政
策
の
中
で
国
の
予
算
、
事
業
メ
ニ

ュ
ー
の
動
き
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　
　

今
後
地
域
医
療
、
介
護
が
身
近

に
受
け
ら
れ
る
環
境
は
必
要
で
あ
る
。

移
住
定
住
策
が
望
ま
れ
る
が
、
空
き
家

対
策
で
家
財
道
具
、
仏
壇
な
ど
預
か
る

方
法
は
如
何
。

　
　
　

医
療
介
護
に
つ
い
て
は
地
域
医
療

検
討
委
員
会
で
協
議
し
て
い
く
。家
財
道
具
、

仏
具
等
の
預
か
り
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

　
　
　

定
住
化
策
で
西
川
内
地
区
の
公

営
住
宅
建
設
当
初
計
画
が
反
故
に
な
っ

た
。
何
故
か
。

　
　
　

理
由
は
、
予
定
地
が
農
業
振
興

地
域
、
電
気
柵
設
置
済
み
、
良
好
な
第

一
種
農
地
な
ど
で
あ
る
。

　
　
　

計
画
段
階
の
当
初
か
ら
事
業
の

方
向
が
な
ぜ
読
め
な
か
っ
た
の
か
？
地

方
創
生
の
観
点
か
ら
極
力
進
め
る
べ
き

で
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　

事
業
に
は
一
連
の
許
認
可
が
必

要
で
あ
る
。
で
き
る
だ
け
早
め
に
依
頼

し
た
け
れ
ど
も
で
き
な
か
っ
た
。
今

後
、
関
係
機
関
と
し
っ
か
り
連
絡
取
り

な
が
ら
進
め
て
い
く
。

　
　
　

本
村
の
食
育
推
進
の
計
画
や
方

針
に
つ
い
て
。

西　  孝恒 議員

　
　
　

本
村
の
食
育
基
本
計
画
に
つ
い

て
は
努
力
事
項
と
し
て
、
現
在
策
定
し

て
い
な
い
が
、
年
度
当
初
に
児
童
生
徒

が
主
体
的
に
創
造
的
に
生
き
、
生
き
る

力
を
育
む
教
育
の
推
進
と
よ
り
良
い
教

育
環
境
の
整
備
、
充
実
を
推
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
平
成
27
年
度
山
江
村

教
育
委
員
会
児
童
生
徒
教
育
指
導
の
重

点
努
力
事
項
を
定
め
、
各
小
中
学
校
へ

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　

学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消

の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
。

　
　
　

    

現
在
学
校
に
お
け
る
地
元
産
農

作
物
の
使
用
率
は
、
平
成
26
年
度
で
17

％
程
度
で
あ
る
。
産
業
振
興
課
に
お
い

て
農
村
集
落
活
性
化
支
援
事
業
及
び
学

校
給
食
地
場
食
材
モ
デ
ル
事
業
の
補
助

事
業
を
活
用
し
、
各
関
係
者
等
を
メ
ン

バ
ー
と
し
て
「
山
江
村
地
域
活
性
化
協

議
会
」
を
立
ち
上
げ
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　

    

本
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
、

新
た
な
流
通
の
開
拓
や
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
る
為
、
農
地
情
報
の
デ
ー

タ
化
、
10
年
後
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
作

成
等
、
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　

学
校
給
食
費
の
無
料
化
か
ら
1

年
経
過
中
で
あ
る
が
、
学
校
給
食
費
無

料
化
の
概
要
な
ど
、
内
容
を
ま
と
め
た

文
書
等
の
考
え
に
つ
い
て
。

　
　
　

昨
年
10
月
よ
り
学
校
給
食
食
材

助
成
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
27
年
度

に
お
い
て
は
1
8
2
0
万
円
の
助
成
で

あ
る
。
質
問
の
概
要
に
つ
い
て
の
文
書

等
は
現
在
考
え
て
い
な
い
が
随
時
公
表

し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

　
　
　

自
家
用
電
気
工
作
物
の
主
な
設

備
や
委
託
先
等
、
管
理
状
況
に
つ
い
て
。

　
　
　

役
場
庁
舎
、
小
中
学
校
等
、
7

カ
所
が
該
当
す
る
施
設
で
あ
る
。
委
託

先
は
役
場
庁
舎
と
小
中
学
校
は
八
代
市

の
業
者
、
簡
易
水
道
、
農
業
集
落
排
水

の
施
設
は
管
内
の
業
者
に
委
託
し
て
い
る
。

自
家
用
電
気
工
作
物
の

維
持
管
理
と
節
電
推
進
は
。

提
案

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁
①

答
弁
②

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

望まれる地域医療（住民健診のようす）

　
　
　

地
方
創
生
事
業
は
失
敗
が
許
さ

れ
な
い
。
T
P
P
問
題
な
ど
課
題
は
多

い
が
し
っ
か
り
し
た
戦
略
で
小
さ
く
て

も
潰
れ
な
い
山
江
村
の
創
生
を
願
う
。

質
問

答
弁

答
弁

食
育
基
本
計
画
と
学
校
給
食
に

お
け
る
地
産
地
消
は
。
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一般質問

　
　

平
成
27
年
滞
納
繰
越
金

5
0,
2
7
7,
8
2
3
円
に
つ
い
て
、
平

成
27
年
度
も
8
ヶ
月
を
経
過
し
た
現
在

の
徴
収
実
績
は
。

　
　
　

平
成
27
年
度
11
月
現
在
の
徴
収
実

績
は
、全
体
の
徴
収
額
4,
7
1
3,
4
1
3

円
で
あ
り
徴
収
率
は
9.
4
%
で
あ
る
。

　
　
　

滞
納
額
の
大
き
い
項
目
で
は
、固

定
資
産
税
8,
5
8
4,
8
3
0
円
に
対
し

赤坂　  修 議員

債
務
管
理
業
務
に

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
制
定
は
。

て
徴
収
額
5
2
7,
9
0
9
円
、
徴
収
率

6.
1
%
村
民
税
4,
9
1
8,
9
9
4
円

徴
収
額
3
5
0,
0
1
8
円
徴
収
率
7.
1

％

国

民

健

康

保

険

税

3
2,
4
7
8,
0
5
6
円
徴
収
額

3,
0
2
9,
5
3
6
円
徴
収
率
9.
3
%

と
い
う
こ
と
で
、
徴
収
業
務
担
当
職
員

に
お
い
て
は
、
負
担
も
大
き
く
苦
労
さ

れ
て
い
る
と
思
う
が
、
徴
収
実
績
も
上

が
っ
て
い
な
い
中
、
自
主
財
源
の
確
保

と
い
う
観
点
か
ら
も
徴
収
率
向
上
が
必

須
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
村
長
は
平
成
27
年

度
も
残
り
4
ヶ
月
と
な
っ
た
が
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
て
徴
収
率
向
上
を
図

る
の
か
。
ま
た
、
9
月
定
例
会
で
、
徴

収
し
た
税
の
充
当
に
つ
い
て
は
、
滞
納

が
あ
っ
て
も
現
年
度
分
か
ら
充
当
す
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

る
が
、
滞
納
金
に
は
、
14.
6
%
の
延
滞

金
も
付
く
し
、
時
効
の
問
題
も
発
生
す

る
の
で
古
い
滞
納
金
か
ら
充
当
す
る
の

が
正
当
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　

こ
の
滞
納
に
つ
い
て
は
、
非
常

に
頭
を
悩
ま
す
問
題
で
あ
る
。
質
問
の

対
策
と
充
当
に
つ
い
て
は
、
徴
収
対
策

と
し
て
、
訪
問
を
増
や
し
納
税
相
談
に

応
じ
て
も
ら
い
、
納
税
計
画
を
本
人
に

確
認
を
取
り
徴
収
に
努
め
る
よ
う
に
言

っ
て
い
る
。
充
当
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

現
年
か
ら
充
当
し
余
裕
が
出
来
た
ら
滞

納
分
を
徴
収
し
な
い
と
滞
納
は
大
き
く

な
る
ば
か
り
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

役
場
庁
舎
や
学
校
の
電
気
事
故

等
、緊
急
な
場
合
に
対
応
す
る
に
は
、管

理
委
託
業
者
は
近
い
所
が
良
い
と
思
う
が
、

今
後
も
管
理
計
画
の
見
直
し
は
な
い
か
。

　
　
　

監
視
装
置
が
設
置
し
て
あ
る
の

で
、
充
分
対
応
で
き
る
と
考
え
る
。
ま

た
八
代
か
ら
委
託
業
者
の
到
着
時
間
は

40
分
程
度
で
あ
る
。

　
　
　

只
今
の
件
に
つ
い
て
村
長
の
意

向
は
。

　
　
　

業
務
委
託
契
約
は
見
積
書
の
安

い
と
こ
ろ
と
契
約
し
て
い
る
。
ま
た
距

離
的
に
は
総
務
課
長
の
話
か
ら
問
題
な

い
の
で
は
と
思
う
。

　
　
　

台
風
15
号
の
時
は
高
速
道
路
も

不
通
に
な
り
、
緊
急
時
に
早
い
対
応
が

出
来
な
い
状
況
も
あ
っ
て
い
る
。
管
理

委
託
の
契
約
更
新
は
何
年
か
。

　
　
　

契
約
の
期
間
は
1
年
毎
で
あ
る
。

　
　
　

政
府
方
針
で
は
、20
年
度
以
降
全

　
　
　

充
当
に
つ
い
て
は
理
解
で
き
な

い
が
、
法
的
手
続
き
等
今
一
歩
踏
み
込

ん
で
、
徴
収
率
向
上
に
努
力
し
て
も
ら

い
た
い
。
平
成
26
年
度
4
9
4
万
円
の

不
能
欠
損
金
が
発
生
し
、
毎
年

5
0
0
0
万
円
の
滞
納
繰
越
金
が
計
上

さ
れ
て
い
る
現
在
、
債
権
管
理
業
務
を

行
う
専
門
部
署
の
設
置
も
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
、
ま
ず
、
徴
収
業
務

を
効
率
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
債
権

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
制
定
し
て
は
ど
う

か
と
提
案
す
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　

税
務
課
で
は
、
滞
納
整
理
方
針

は
あ
る
が
、
各
課
全
体
の
滞
納
管
理
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
存
在
し
な
い
の
で
税
か
ら

奨
学
金
ま
で
の
滞
納
整
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

制
定
に
つ
い
て
各
課
の
協
議
が
必
要
で

あ
り
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

農
業
委
員
会
総
会
議
事
録
の
公

開
に
つ
い
て
、
山
江
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

村
民
へ
農
業
委
員
会
の
活
動
状

況
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
審
議
の
過
程

の
透
明
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
公
開
も
進
め
て
い
く
。

　
　
　

村
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一

環
と
し
て
平
成
27
年
度
分
か
ら
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
早
期
公
開
を
要
望
す
る
。

農
業
委
員
会
総
会
会
議
録
の

公
開
は
。

質
問
答
弁

質
問

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

提
案

照
明
を
L
E
D
に
す
る
こ
と
か
ら
、本
村
の

L
E
D
化
や
節
電
状
況
等
方
針
に
つ
い
て
。

　
　
　

節
電
に
つ
い
て
エ
ア
コ
ン
は
監

視
装
置
に
よ
り
自
動
で
制
御
し
て
い

る
。
役
場
の
エ
ア
コ
ン
は
型
が
古
い

が
、
適
度
な
設
定
温
度
を
心
が
け
て
い

る
。
L
E
D
化
に
つ
い
て
役
場
事
務
室

の
み
は
L
E
D
へ
切
り
替
え
て
い
る
。

他
は
経
費
面
を
考
え
計
画
的
に
進
め
て

行
き
た
い
。

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

村内の食材を使った学校給食メニュー

答
弁
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、本
誌

議
会
だ
よ
り
は
、
創
刊
よ
り
№
60
号（
15

年
）
と
な
り
ま
し
た
。住
民
目
線
の
伝
わ

る
議
会
広
報
を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
皆
様
の
ご
指
摘
ご
提
案
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
今
日
の
社
会
は
、様
々
な
制
度
が

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、今
年
は
選
挙

権
の
年
齢
が
18
歳
ま
で
引
き
下
げ
ら
れ
、

若
い
人
の
政
治
参
加
や
若
者
の
住
み
良

い
社
会
へ
の
期
待
が
あ
り
ま
す
。ま
た
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運
用
も
開
始
さ
れ

る
な
ど
、
新
制
度
が
定
着
す
る
ま
で
は
、

混
迷
す
る
部
分
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
人
吉
球
磨
は
昨

年
、相
良
7
0
0
年
に
受
け
継
が
れ
た
文

化
財
や
風
習
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。そ
こ
に
は
本
村
の
文
化
財
群
も

含
ま
れ
ま
す
が
、
本
誌
議
会
だ
よ
り
で

は
、平
成
26
年
4
月
か
ら「
区
の
宝
」と
題

し
て
第
1
区
か
ら
順
に
文
化
遺
産
を
表

紙
に
掲
載
致
し
て
お
り
ま
す
。今
回
は
第

8
区
の
地
域
か
ら
撮
ら
せ
て
頂
き
ま
し

た
。慌
し
い
現
代
こ
そ
悠
久
の
歴
史
に
ふ

れ
、そ
し
て
大
切
に
次
世
代
へ
継
承
す
る

た
め
に
も
、
温
故
知
新
の
心
で
そ
の
ス
ト

ー
リ
ー
を
訪
ね
て
み
た
い
で
す
ね
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、よ
り
良

く
明
る
い
年
で
あ
り
ま
す
様
、ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。　

（
文
責　

西　

 

孝
恒
）

　１２月４日、平成２７年度教育ICT実践研究発表会（山
田小学校）には全議員が参加をした。県内外から３５０名
近くの視察者がお越し頂いたことに、あらためて、本村の
ICT教育の先進的な取り組みと、教師、児童のはつらつと
した姿に驚かされた。
　１２月１７日、議会全員協議会では、村内への太陽光発
電施設の話があることから、予定候補地のほか郡内の既存
施設の現地調査を行った。

　また、１２月１１日、１２月定例議会後に毎年恒例の門松づくり作業を行った。今年は、千両
など一部の材料調達が大変であったが、役場入口前に見事な門松を飾ることができました。

だんだんなぁ

議会を傍聴してみませんか。

湯前町の太陽光発電
施設視察

役場入口に飾った門松の前で！！

　議会では定例会（年４回：３月、６月、９月、12月）及び、臨時会が開催されます。村民の皆様には、
議会傍聴（議場）にぜひ参加いただき、ご意見等をお聞かせ下さい。定例会の日程等の問い合わせは、
議会事務局までお願いします。

TEL23－3401

ICT 教育を見学する参加者

山江村議会だより平成28年１月29日発行 ⑫


